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(2) 行政投資と主要経済指標の対前年度増減率の推移 

行政投資の対前年度増減率を、国内総生産及び民間企業設備投資の対前年度増減率（いずれも

名目値）と比較したものが第 1 図である。 

国内総生産の伸び率は、昭和53年度以降は1桁台となり比較的安定して推移した。平成2年度に

は対前年度11.1％の伸びとなったが、いわゆるバブル経済崩壊後、平成4年度以降はプラス4.9％

～マイナス4.1％で推移した。最近では平成25年度にプラスに転じ7年続けてプラスとなったが、

令和2年度はマイナス3.9％となった。 

この間、民間企業設備投資の伸び率は、昭和51年度以降プラスで推移し、平成2年度において

は22.0％の上昇となったが、平成4～5年度はマイナスとなった。平成6～20年度はプラス7.4％～

マイナス6.2％で推移し、平成21年度にはマイナス14.0％となった。最近では、平成22年度にプラ

スに転じ9年続けてプラスとなったが、令和元年度はマイナス0.3％、令和2年度はマイナス7.9％

となった。 

 

第 1 図 行政投資と主要経済指標の対前年度増減率の推移 
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第6表 経費負担別にみた主要事業別行政投資額（構成比） 

（単位：％）

事業
区分

経費負
担区分

45.3 45.9 83.2 52.8 52.5 45.0 24.9 18.9 25.8 20.2

30.8 31.2 16.2 40.9 31.4 23.2 19.9 5.1 26.6 17.0

23.9 22.9 0.6 6.4 16.1 31.8 55.1 76.0 47.7 62.9

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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6．事業目的別行政投資額 

ここでは、従来どおり、行政投資をその事業の目的別にそれぞれ以下のとおり、生活基盤投資、

産業基盤投資、農林水産投資、国土保全投資及びその他の投資の 5 部門に分類し、みることとする。 

 

   生活基盤投資………市町村道、街路、都市計画、住宅、環境衛生、厚生福祉（病院、介護サービ

ス、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療事業及び公立大学附属病院の

各事業を含む。）、文教施設、水道及び下水道の各投資 

   産業基盤投資………国県道、港湾（港湾整備事業を含む。）、空港及び工業用水の各投資 

   農林水産投資………農林水産関係の投資 

   国土保全投資………治山治水及び海岸保全の各投資 

   その他の投資………失業対策、災害復旧、官庁営繕、鉄道、地下鉄、電気、ガス等の上記以外の 

事業の各投資 

 

(1) 事業目的別投資額  

目的別の投資額は第 7 表のとおりであり、総投資額に対する構成比の推移を表したものが第 7

図である。 

従前から生活基盤投資の割合が最も高く、令和2年度においても12兆2,472億円で総投資額（27

兆5,510億円）の44.5％を占めている。以下、産業基盤投資5兆2,506億円で19.1％、その他の投資

5兆2,076億円で18.9％、国土保全投資2兆9,939億円で10.9％、農林水産投資1兆8,517億円で6.7％

となっている。 

前年度の投資額と比較すると、生活基盤投資が2.6％、産業基盤投資が11.2％、農林水産投資

が2.0％、国土保全投資が13.8％、その他の投資が8.0％増加した。 
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 第 10図 ブロック別行政投資額の伸び 
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  (2) ブロック別行政投資額の構成比の推移 

ブロック別行政投資額の推移を構成比でみたものが第11図であり、大都市圏では関東の割合が

最も高く、地方圏では、東北の割合が高くなっている。 

また、大都市圏と地方圏の構成比の推移を表したものが第12図、第13図である。 

昭和40年代後半から昭和50年代前半にかけては、地方圏の行政投資額の伸びが大きかったこと

から、大都市圏と地方圏の行政投資額の構成比が縮小する傾向にあったが、昭和60年度以降は逆

に大都市圏の行政投資額の伸びが大きくなり、地方圏の行政投資の割合は低下した。平成4年度

以降は、地方圏の行政投資額の割合が再び増加して平成11年度には49.0％となり、平成12年度以

降は地方圏の割合が緩やかな減少傾向にあった。その後、平成16年度、平成17年度は2年続けて

増加となったものの、平成20年度まで減少を続け、平成21年度に再び増加に転じた。平成22年度

は横ばいだったが、平成23年度は東日本大震災の影響で東北の投資額が大幅に増加したため、地

方圏の割合が急激に高くなり、平成30年度を除いて、平成24年度以降は50％を超えている。 
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